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1. はじめに 

浅層地盤に関する既往の調査結果や研究成果を整理・

データベース化することは、当該施設における今後の調

査・設計における基礎情報となるほか、施設の安全・防

災管理上非常に重要である。名古屋大学東山キャンパス

においては施設建設の度に地盤調査を実施しており、ボ

ーリング調査本数は 261 本に及ぶ。また筆者らは今まで

に微動計測や地震観測等を実施し、地盤振動に関するデ

ータを蓄積してきた。名古屋大学では東山キャンパス内

における施設管理システム構築を進めておりこれに伴い

上記データの整理及びデータベースの構築を行った。 
表 1 に施設管理システムのデータ項目を示す。施設管

理システムはこれらのデータを GIS 上で閲覧可能とする

ものである。本論(その１)では、切土盛土分布データ及び

地層境界データの作成ついて述べる。(その２)～(その４)
では、東山キャンパスにおける地盤データベースの高精

度化を目的として、微動探査の実施や地震観測記録、H/V
スペクトルに基づき検討を行った結果について述べる。 
2. 地盤データの構築 
2.1 切土盛土データの作成 

東山キャンパスは丘陵地に位置し、長年にわたって切

土及び盛土造成を繰り返してきた。この造成による切土

厚さ、盛土厚さの分布を新旧の地形図を用いて検討した。

東山キャンパス内における狭い領域の造成をデータ化す

るため、地形図は海津 1)に倣い名古屋市が整備している都

市計画基本図（縮尺:1/3000 または 1/2500）を用いた。名

古屋市は 1958 年から都市計画基本図を整備しており、本

データベースでは 1958 年から 1998 年まで約 10 年毎に 5
年代分の図幅を入手し、造成履歴をデータベース化した。

都市計画基本図から GIS 上で等高線および独立標高点の

デジタイズを行い、これを基にクリギング法の線形補間

を用いて 5 年代分の地形面の 10mDEM を作成した。 
都市計画基本図の等高線は 2m 毎に示されており、測量

の仕様によるとその誤差は 1m 以内である。したがって各

図幅の年代間で標高の差分をとればその誤差は 2m 以内と

考えられる。そこで今回作成したデータの精度を確認す

るため、標高の変化のない未改変地域における 1998 年と

他の各年代との標高差分をとった。そのヒストグラムを

図 1 に、平均値等の標高差分結果の一覧を表 1 に示す。

各年代において標準偏差はいずれも 2m 程度、標高差が

2m 以内に収まるデータは 70%程度である。また標高差の

ばらつきは古い年代との差分ほど大きい。この要因とし

て各年代における都市計画基本図の作成技術による誤差、

標高データのデジタイズから補間までの作業による誤差

が考えられる。図 2 に標高の差分による東山キャンパス

内の切土と盛土の分布を示す。図 2 より切土と盛土が複

雑に入り組んでいるが、これをシステムに表示する場合

には、精度を考慮し表示方法を検討する必要がある。 
2.2 平均 N 値境界面の作成 

本キャンパス内における 261 本のボーリングデータに

基づき工学的基盤以浅の地層境界データを作成した。図 3
に東山キャンパス内におけるボーリング調査位置を示す。

地盤モデルの作成にあたっては名古屋市における地盤の

モデル化方法 2)による平均 N 値構造により地盤の固さを

示し、主なユーザーである施設管理者が施設建設計画地

における杭の支持層の判別に利用しやすいものとした。 
東山キャンパスにおける浅部地盤は表土の下に礫質土

で構成される八事･唐山層、さらにその下に第三紀の矢田

川累層が堆積する。調査によって地層年代区分に齟齬が

見られるものがあったため地層を区分し直し、地層年代

毎に平均 N 値による層構造化を行った。層構造の作成に

は地形面と同様、クリギング法の線形補間を用いた。た

だしデータがない地域の外挿によるモデル化を避けるた

め、最新名古屋地盤図 3)に公開されている東山キャンパス

周辺のボーリングデータを用いて内挿補間によるモデル

化を行った。図 3 に作成した地盤モデルの工学的基盤の

上面標高を、図 4 に図 3 に示す断面 AA’における平均 N
値構造の断面を土質断面と比較して示す。礫質土の層に

は平均 N 値の高い層区分、粘性土の層には平均 N 値の低

い層区分が対応している等、平均 N 値構造の断面は土質

断面と概ね対応していることが分かる。平均 N 値構造は

土質断面では表現できていない地盤の固さを明確に示し

ており、杭の支持層の深度や N 値の目安を示す上で平均

N 値構造は妥当であると考える。 
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3. まとめ 
名古屋大学施設管理システムのデータベースとして切

土盛土分布データ及び地層境界データを構築した。今後

データの追加に伴い随時更新を行っていく予定である。 
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表 1 施設管理システムのデータ項目一覧 

種 別 項  目 備 考 
都市計画基本図,1/20000 地形図(明治時代) 5 年代,ﾗｽﾀﾃﾞｰﾀ 

地 図 
空中写真(日本陸軍撮影[1943 年], 1987 年) ﾗｽﾀﾃﾞｰﾀ 
各地盤調査報告書 PDF 形式 
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ・PS 検層ﾃﾞｰﾀ 261 本,JACIC 形式 
切土･盛土ﾃﾞｰﾀ(地形ｸﾞﾘｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ) 5 年代 
地層境界ﾃﾞｰﾀ  
地震観測ﾃﾞｰﾀ ｽﾍﾟｸﾄﾙ,震度情報 

地 盤 

微動探査ﾃﾞｰﾀ・表面波探査ﾃﾞｰﾀ・微動測定ﾃﾞｰﾀ  
建 物 建物図面ﾃﾞｰﾀ CAD ﾃﾞｰﾀ  
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図 1 未改変地域における標高差分値のばらつき 
表 2 未改変地域における標高差分結果一覧 

 平 均 標準偏差 
±2m 以内のﾃﾞｰﾀ

の割合 

1958-1998 -0.058 2.382 0.671 
1968-1998 -0.100 2.356 0.682 
1975-1998 -0.987 2.061 0.714 
1985-1998 -0.457 1.994 0.775 

 

 
図 2 都市計画基本図に基づき作成した切土・盛土分布 

表 3 作成した層構造と各層の平均 N 値の一覧 
No. 地層年代 平均 N 値 No. 地層年代 平均 N 値 
1 盛土 9.3 9 13.4 
2 8.1 10 33.2 
3 35.3 11 14.9 
4 71.4 12 33.8 
5 13.8 13 17.5 
6 48.6 14 48.5 
7 16.2 15 18.7 
8 

八 事 ･唐 山

層 
（洪積層） 

62.9 16 60.3 
17 

矢田川累層 
(第三紀･東海層

群) 

26.9 ※工学的基盤は PS 検層データより

Vs=500m/s に相当する層を選定 18 工学的基盤※ 88.8  

 
図 3 ボーリングデータ[●印]の分布と工学的基盤上面の

推定標高[m](AA’:断面の位置) 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

(a)平均 N 値に基づく層構造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(b)土質断面 

図 4 作成した平均 N 値の層構造と土質断面の比較 
（断面の位置 AA’は図 3 に表示） 
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